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（10 ）　　　　　　　（照 井 ・ 藤原＞ B．・hydrolyticusの 繊維素に對す る舉勸 研究

3） 酸性例で は

’
Riboflavinの溶解度は pllの影響 を殆ん ど受けない ．（高田研究室報告第 266）

　　　　　　　　　　　　　　艾　　　　　　献

1）　陳 ： 本誌 24，56 （昭 ag）
2） Kuln　u．　Wagner−Jauregg： Abderhalden　Halldb．　b三〇1，　Aobeitsm　 V，3B，　Heft　8，1趾 1 （1937）

　The　temperature 　has　the 　important　influence　on 　the　solubility 　of 　riboflavin ，　 such 　as・50γ／e．c　at　7°C，

140γ／c《｝ at　30℃ ・
3Zaγ／c 穿at 　50℃・．12Der／cc　at 　80℃ ・230〔｝γ／cc 　 at　loo

目c・

　pH 　at　acididic 　side　has　almQst 箪 o　inflロ ence 　ou 　the　selubitity ・of 　ribof1 εしv 三ロ．

B．hydrolyticusの 繊維素に對す る擧動研究

細菌 Hydrolage に 關 す る研 究 ； （第 2 報 ）、

照 井 発 造 ， 藤 原 博 夫

（大阪大 學M 學部醸酵 工 學歌室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 1．緒　　　　 雷

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

鰯 吻 嵯 妊維 菌 恥 蜘 ・伽 脚 嫐 糠 辮 能 鮪 す る もの で あ るが ・

「
鯉 嫩

維素分解菌で はな く， 纎維素 に郵ずる灘動は
， 既往謬研訟巳に見 る もの と稍 々 趣 きを異に す る もの

があ り， 本文 に 於て は 之 に關す る 二 三 の實驗 を紹介す る．云 ふ まで もな く， 菌類 に依 る繊維素分

解め過程 は 自然 界物質循璞に於て重要役割 を演 じ 顱 之が農産 ， 林産及 び畜産（草食動物の榮養）に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 n・
至大の 關係が あ b， 研究の歴史 も吉 く1850年（MITSCHFRLICH ）に始ま り， 報丈 は 枚擧 に遑 な

き状態であ る が ， 菌學的研 究の 大部分は WAKgM ムN2）
，　 Tl

’
1｛AYSEN 及び 13ANKER3） の著書に要

約 され て ゐ るの で 茲 に は贅言 を避 け る．　　 　 　　 　 　　 　 　 、　　 　 　
・

　好氣性乃 至 牛嫌氣性中濫織維素細菌に 就て 見 る に ， そ の 大 多數は BERGEY4 ） に於て は 4 種の

Gen
’
era − 　eellvibria，　OellfOfCicvlα，　Oellulomonas及び aytopltagα

一 に 入 るもの で あおが ， そ．の

外 に ｝ 地 刀・cilltGs， 且 ・‘‘・翩 嬋 中｝二 も見出され ， 近 ｛F　FI」仙 ER ，　NORMAN （1943）
5・ は土壤

1

中の代表的好氣性中褞繊維素細菌 として 1？tieudomenaS の 3晶種 ， ：elcltrOmobacter 及 び 6acillusの各

1 品種 を分離 して ゐ る．．P 躍   o脚 脚 に就 て は 既に 大谷
6）は 侵蝕綿布 よ りP ．　．fibrolysis　HArgzAwA

et 　QrA）TI を分離 して ゐ る．
’
但 し

．
BER （｝Y に於 け る 1’

seudornonas を特徴づ け る 水溶 性に して ，

培地 中擴 散性な る色素 （青，緑叉 は黄緑 ）生産 の記載がな い ．

　何叙 ；せ よ之 等の 細菌 に依る繊維素分解 の 工 業的利用｛賈値は ， 無酸素的分解の 場合 と異 b倫未

知數で あ る が ， 中温好氣性は 工 業的取扱 の 最 も容易な る發育條件で あ り， 且つ莊 氣的發育 に於て
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

は基 質水解産物の
“Desmolysis” に依 る浪費の代 りに ， 基質の 少韋を淌費 して 多量の エ ネ ル ギ

ー
’
e を遞i離 し， 經濟的な瀦育 を邃げ しめ得 る故 に ， 水 解産 物の 多量を殘留す る事が可能で あ り， 匙．

點 1こ着眼 すれば ，
工 業的利用の 將來性 は考慮に値す る もの ．とな る．

・ … ケ 鞭 用 せ ・鵬 生 産 鯲 て ， 撒 素 の ・甑 鯏 用す・ 離 鰔 酬 ・議 上φ趣 旨が 婀 程ま

で 逹成 せ られ た か ゴ 問題で あ る ‘

　本報告 に於て ｝よこ の 非典型的な繊維素細菌の 繊維素増養基に於け る擧動
一 特 に assoc 量a伽 g
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　　　　　　　　　　：駢 ．鹸 ） B．hydroiyticusの纎維素に蛎 纏 動麟 　 　 　 （11ジ

。，g。。…，m 　
・B ・・t・・i・m 　th・g・1… ど〜… 、ゾ 並びに之 との 齢 履 の記 述を行ひ併せ 磁 質灘 素

變化の 特黴 に 就て 述 べ る．

　　　　　　　　　　　　皿．輔 助菌 Bm ．　7negalocellum 　n ・sp ．に就て

　Bs．　hydrolyt，ieUS（以下 Bh と記す） を自然界よ b分離す る際．菌學的 に全 く純化す れば發育並

び に灘 素 に 對す る作用簸 へ る事を認 め た の 砺 る が ， 純 f瞞 の 培 勲 よ 囑 酸菌 と共に表記

細菌 を分離 し得て ， 後者 を Bh に會合せ しむ る時継 B ん の 作用が 強化 さ れ る事 を知 つ た．兩種細 、

菌の關係機榔 餬 瞭で ない ．ts，A ・ 嘸 ・
7ぬ α ♂♂吻 睇 ・・ 蜘 と數轡 噛 との 齢 峨 て 研究

し， 生 纛 雁 鱶 醜 鞭 關係醐 か 1・ して ゐ る・著欝 の翻 ・は灘 構 味 鯲 け る 腰

（Symbi ・・i・）は疑は しい の で 取敢 へ 鋪 糒 と し俵 は す・以 磁 補韈 の
一fSt的記淤 行ふ ・’

　．Bαcご8藺 71　meb αlocell’t‘，’n ？τ．量P・

　ム 顯　　彳股　　鏡　　白勺　　所
昌
　見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

無胞子不動性 の 大掣長桿菌で ，
2 ％葡黼 力吶 汁 ペ プ ト ン （前報A 液）寒天駿 に方昏け 証 常の

大 い さは 1．8× （4・5〜 6．2）μ，聯 膕 形 で 概ね單獨・G ∫：AM 陰1生で あ る・

　△ 培 養　所　見

・

腋 鱶 ， A 一濾 天｝・ 3・C ，
3 日ロ嬲 養せ る嚇 厳 ・・吻 一・ tST・＊占性不翻 形（徑 6〜1°

mm ） で あ り， 概 觀的 に は 孀雫雫滑 全體 として 1醐 m 程度基 上 に隆起
’
し， 徴細 に覬察すれば中

央部勲 に 突出 し周繍 こ向つ て 微かな嬲 袱 隆起が走 り・ 周線 ・は緲 ・な鋸蠍 の 出入 が認 め ら

れ
，
る．常 に T ・im・thylamine　｛二似た特奥 を感知 し得 る・

劃線履 湘 脚 し て 淡 い 列 一絶 の囎 を示 し汗 滑 働 る・（A 濾 天）

　突刺培養 ： 表面 に よ く増殖す るが 突刺線 に濃ふ發育 も明瞭に認 め られ る．

　馬鈴薯切片培養 ： 明瞭な増殖 を認 め得な い ．

灘 培費 A 一
液に よ 磯 育 し， 溷 濁 と沈渣罅 生 e ， 皮膜皮輪の黻 は ない ・リ トマ ス 牛乳で

は 30・C ，3 日間で 少 し腿 色を示 す の み で 他の 變化 は な い が 旧 數經過 と」ta：wt性 を呈 し途 噸

固す る． リ ト マ ス 乳溝 も之 に準じ 日數經過 と共 に蛋 白凝 固 を示 す．

雛 素培 蘇 救 變 （）IMF．LIAN ・KY 液（前鞍慘 照・．以 下 1腋 と言巳す）で は 光澤あ 狛 濁 を呈

して 増殖 す る．繊維素の 侵蝕 も起 る が ，
Bh 菌に比 し遙か に 弱 い ．

　 ▲ 共他の生理 的性質
’

　牛嫌 氣性菌 で
， 發 育遖温は 30℃ 附近 、 最低は 10℃以下 ・ 最高は 37℃ 以上 に あ る・最逋 PH は

618附近 ， 生長素他給性 ， Gelatin液化は 陰性，　 A 一液に 於 て Indo！生 威せ t” 硫夢匕水發生せ す ，

ア ン モ ニア の生成を認 め る．稍酸還元 作用は 明瞭で あ る．A 皿 ylaS姓 産 力は溺 く， 色素 生塵 も認

め られ な い ・

代謝基蜀 Zym 。he… 噸 ，黼 ， 麥芽糖 ，
マ ン ・ ツ ト

・ 澱粉に よ 鍍 育 し ・ 列 鋤 ン で は

稍 劣 る．端 基 質よ b・LEtwhす るが麟 瓦 1勲 發生蟐 喉 性で あ b ・ X 糖のみ ｝よ生酸微弱で ある・

叉 織維素を單 一
炭素tw．　8

’
した培養 には生育 し難 く・

丿

常に易資化性炭素源 の少 量 が 要求 せ られ ・ 増

殖が起 れ ば長期闇の 後纖維素の侵蝕を認 め得 る．

　 △ 所 在 及 び 分 離 　 　 　
1

堆肥 中・翩 され… 測 1・瀞 負納 麟 で 踊 等 と齢 して 鞴 せ 6・n’・・ 贈 ・中蔽

期間培養の 後， 本菌 を平 板培 養の 反覆 に 依て
「
分離す る．

　 △ 分　　　　　類

本菌 ｝S　F ・uniiy 　B・ cte・i・ c・α e に 驪 す る が ・
正・・R （IEiYg）　Uesibg

−
Lば ・

G ・螂 伽 加・嫐
學外嘱 に

N 工工
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（i2）　　　　　　　（撫弁 ・ 藤涼》 BLhtitlrotyt｛cus め繊絶棗に饗す る嶺助研鉈

於磁 當す ・
・
もの が な・・ eemeの ．鰓 識・；於て渚 明蝣 徴 として鮑 の 形猷  ・頓ゆ 大な

る事 と繊維素に對 する擧動 とを 學1ナ得 る・．皀卩ち Bacteriu皿 中で は 幅 1・2
仔以上の もの 1よ稀で あ

り， 本菌 1羅 欝厭態に於て 1．8μ を示 しヂ 又繊誰索に對する作用は弱い 乍らも明確に觀察し得る

もの で ， 之赤B α伽 蜘 鎚 として は 特筆すべ き性質で ある，・一般樔識 と上 φ2 特徴とよ b レて本菌

を 1新種 と見做 し， Bαcterinem 懈 卯ゆ認晦 （以下 βpa　x と記す）と命名す る．

　　　　　　　　　　　　　　薑．増 繁 MD ，2，

L3
の 性 貿

、一 般含擠碁に於て は Bh は Bm よ りも海がに發育旺盛 であ り；繊維素屠養基 に灘合増養すれ

，ば Bh は主菌 となるが t　Bh 單獨の場合よ りも輩育  繊維素の變化共 に著明 となる．繊維素あ妝 ．

贓 匕姻 眼的醐 蜘 あ醐 騨 鐃 的 1・畑 の姐 黼 翻 な ・雌 を示 し化鰤 ・ も鄲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

易水解性 とな る（訳項參照）．圖の 如 轍 態 査ま β瑚 狒 こて も，
・

よ 賊 期間の増劉 こ働 現 は祕

　　　　　　　1　　　　　　　　 略 の で ある。　　　
’

　　　　　　
（A ）

　 　 　 韻 即 私 翫 を 暾 に齢 接亂 ，
3・・c に 葦・繝

（B ）

以 上培養 し脆賜化せ る濾紙繊維（A ）と，無接種にて 亭行處

理 せ る對照（B ）を示 す．

　以下 主 ≧して混合増養に 於 け る 2
・ 3の所見を要記する・

・） 織鱇 関 す る適應 　 　 、

eevaの郷 ・ 供聯 臈 は典型的織糠 分 羅 餌 な く・

從 てその C・1！u ］ase ｛講 質酵熏1とは考 へ ら4／Sい ・下：x

驗結果 よ り， 葡萄糖 を炭素源 とする累代培養1；　sb ，繊維i

素分解能が退化 し， 叉織維素増養に依 らその分解能が壇癇

i る．繊維素 に少量の 葡萄糖 を配 した墳養液で は ， 後者が

炭菊原として 資化容易なる爲め ， 量 々 發育 ， 繊維素秀解能
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

共 に 無穂の 場合 よ ウ良好な る こ ともあるが ， 馴養増 地 とレ

て は 無糖の 方力適 しで ゐ る．以上 Q適應的變化 は 肉眼的1こ

明瞭に識別 し得 る も の で 供用細菌の Cellulaβe は 邁應酵素

と認 め られ る．、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ’

　 質驗例 1 ： 下 襯 の稀 隙 な る 培養基を用 ひ た．
1
供用猝鰯濾紙は東

洋濾紙 は製壓濾紙 細片を水 ど煮沸しつ S 解儼 し た る ものである．、
　 　 ニ

培饗基
1
碎解傭紙 葡萄

　 　 「

傭

（1）

解）

（3）

層005

％

0．5 ％

0，5％
　 o
’0．2％

ペ プ トン 0ワ051％．　　　　0，047％， K　2

嬲 攤 讓髏
　 として ）0、03 ・

Bん 及び B 加 菌 の無菌水懸量 を以て接種 し，
30℃ 附遞 に於て 移植間隔黎3 日間とす る 4回の累

・

　　　　　　第 ，　 1　 表
・　　

・
＾
　　　　

．
　 ． 露　 2　 表

、器
一

．（1）

（2）

移棚 欺　 112 　、 3 ，

2日 6 ・ 9 ・ 2司6・ 陣

4

／ 霞 1劃／ ／ レ

’　 ＊tc・數 ・ ・ 国 ・ 則 ・ 回 ・

塁嫐
5十　　十　4十 4十

5〜（　2x 　4x・　5乂

・・）
°

霹・匳
（3）

十

×

4■
5

十

X44卩
＋

×

2十

X42
十

X4
σ
り印

十

X

（3）

鬘堰
軒

／

＋

x31

十

×

り600＋

x2

十

X5ウ臼

5十

x ）

盞制 1支
十

×

54十

X

尸
DOO十−

X5R響
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　　　　　　　　　　（麟 ．

’
藤原） B．hyci，・ly・i・us の識鱇 囓 す 纏 動研究 　 　 　 C13｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
代堀養 に於 て ， （1）に累代増養す る事 に依て 繊維率分解能 が明か に退化 し． （2）、（3） に累代培養

せ る もの と識別 し得る．發育程度を＋ の 數 ， 外観的な緻維素状態變化の程変を X の 數に て 示 せ ば

第 1表の樣で あ る．

　次 に （2）；（3）の 累代培養 に於け る馴致過程 を例示 せ ば第2表の 樣で ある（移植間隔 5 日）・

　b） 培養物淺存纖維素の 稀酸，b解憶數及び沃度反 應

　繊維素培養 に於て 肉眼的 乃至顯微鏡吻 二認 め られ る基質の朕態變 化は顯著 な もの であるが，繊

維素絶對量 の減 少 は 外觀上殆 ど目立 たな い ・ 2・5　％の 濾紙纎維素を含有 す る墸 養基中ζ0日聞 まで

の長期増 養に於 て その減 少率 は僅 々 5 ％ 以 下 で あ る．實驗例 2 に は 以上の 關係を示 し た 。

　從て著者等の 細菌に 協 基質變化の 重 心 は 纖維素め還元糖へ の 分解 よ 1） も奪ろ殘存纖維素の 状

纛」二あ b，恐 らく分子 を末端の近 くよ り細分す る事の 代 b に ， 末端基 よ り遙か に遠 き結合が 水解

せ られ不溶解の 儘 ミセ ル の 配列が亂 れ水和度を高 め た 1伏態で 大部分殘存 す る もの と考 へ られ る．

此 騰 變化 の 定量的表現法 と して 著者等・の 撰擇 した もの ・・
一一

つ は 護 存緻維素め稀攤 分解に

於 け る分解區數 （K ）を無接種 封照 （K ・ ）と比較表現 す る事 で あ る．實驗例 3 に 騨極 層 こ處方した

雛 素黶 ・柵 る恒鞭 輝 （％ ）Eロち，SR− 1… （K − K ・）1・ ・ を示 す・廠 此艦 繃 構 維

素法 と略稱す る．N 硫 酸 に て煮沸水浴中還流下 に 分解 し，生成還尋糖 よ b恒數を求 め る此方法 に

依れば ，R は 一般 に 正 の 可成 り大 な る値を取 る・、　 　 　 、

　濃酸低温分解は本研究 に は適しな い ・
’
EPち天然織維素 1ま溶解 後速か に分解せ られ 　Hydrateel’

Iulose以 後は 除 々 に分解 され る事は FR 闘 DEN βER α
3） の 實驗を批言

‘Fした ECK 槲 s，・  M の 研 究
9）

よ b も明か で ある が ，　BUEVSKOI 　 et　ai 、1“）　bt纎維素， 水 ：加緻維素等の 稀酸分解速度を此較 した

實囎 鋤 見 ・ 護 存離 鄰 麟 鞍 …纎纏 ・天然灘 素 ・畊 除 あ ・蜘 ・膿 灘 で

は著者等の 基質侵蝕効果 R を把握 す事が實際上 至難吃考 へ られ る．　　　　　　　　　　　 ，

　．次 に實驗例 4 に於て は ， 培養物殘存繊緯素が硫酸に依 り沃 度反應を示現す る際必要 な る硫酸濃
　　　　　　　　
度 を無接種對照 との 比較に於て 求め た ．特 筆す べ き事實は ， 第 1 に 殘存繊維素 の沃 慶反應 は對照

の 青色な る に 對 し紫色 を帯び る事で あ り， 第 2 に硫酸の 呈色限 界濃度は ， 對照 よ りも遙か に借；い

專であ る．
．
之lirは 凡 て 繊雄素の 酵素的 な變 化に 關す る前記の 考 察に符合す る もの で あ る．省兩種

繊維素の沃度吸著作用 に就 て は 著明な差異 を認 め難 い ．

　　實飜例 2 ： 前回 よ う も濃 厚 な培養基 を用ひ・その 液 深 を 3cm 前後 とし 圓錐 フ ラ ス コ に 聴 め ・ 其 他 の 遍 方

は 前園睇 じ・　 rre期
蟹

培麹 を取 b・ 殘轍 鱇 を潮 し Nf’°
1
鯲 に τ 麟 し た る 後 ・ 蒸 溜 7k に 皈 ・

覆水 洗し鹽素イ オ ン を 檢 出せ ざる に 到 れ ば・ 之 を80℃ に 乾 燥恒 量 と爲 す・供用 培養基は 次 の 様 で あ る・
．

培 養 液 （4）： カ ゼ イ ン 水 解 物（硫 釀 分 解・石灰 中和 濾液を原 カ ゼ イン とし て ）O・1％ ・ rfi安　O・47％・生 馬鈴薯 ．

抽 ・液 （・量・ 唖 ％ 礁 ・ て 黼 ・・期
液・11’°°容 KH ・P°・　°・125％ ・ 聖

S°・・7・q   ％ ・C・Cl
’
， °

　　　　　　　
’

第 3 表 ．
「
　 　

2”q °・°13％ ・
　 FeS°4r7aq °・°°3 ％ の 液 4°cc 附 1・°°Ug

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の 砕解 洗 滌 し た る後乾燥せ る濾紙 繊維 を加 へ
， 更 に 丿

　　　・ 　 馴 ・ 1 ・51 ・・

’

・．・3蜘 巓 石灰 を・・へ ・．　
”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 3 表 は 李 均的 な成債 を示 す もの で あつ て ， 相 似 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 塘 養基 にτ 行 つ た他 の 簣鹸 で も 5％以王の 減 蟀 は ＊
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 だ 得 られ て ゐ な い ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　　賢験例 3 ； 下 記 の 培養基 109cc 宛を 300cc 圓錐 フ ラ ス コ に 納 め ・ 常 法 に 依 り殺 菌 後 30 ℃ に て ・ 箕驗 例 1

　に 準 じて 繖維素 に 馴養せ る種母 （Bh ＋Bm ）の 約 5％ を以 て 接種 し ， 15日間同濫度 附 近 に 保 ち・ 殘存繊維素を

　分離精製乾燥 す る事 前質 驗 の 如 く爲 し ・ その O・59を精 秤 し 100〜250ccの圓錐 フ ラ ス
コ

に饗れ 25cc の N｝硫

酸 を加 へ 煮沸水湘 艫 流下 に
一額 寺間、（雌 驗 で は 9吩 ）加 熱 レ・ igS ：こ冷却 し て N 一苛性曹逹 に 碑 和 し

　全 容を 103ccに 充 た し， その濾液夊 は ，t一澄 の一定容 をllR　！？・
M 三cro

−BERTRAND 浩に で 遞元 糖量を求 め た・

　　　  

纖維素量 （  ）

減 少 率　（％）

9712

．9

96634 9564

．4
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

114） 〈照井 ・ 藤原 ） B．　hydroiyt｛Gus の 繊維稟に勢雪 る擧動硫堯

』
邏 元 謄 を全 部葡萄糖 と見倣 し家式 に 依 り

一
分 子分 解 恒數 K を 求 め る．

　t を分 數 ， 繊維素 lg よ り一ヒの條件 に τ 生 成 す る 葡萄糖量を Xg ．とすれ ば ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 レ

　　　　　　　K ・ ÷ 1・
、圭，广 ÷ 1・ （・一・．・・ ）

無接種 に τ李行處置 せ る 勢照 の 恒數 Ko を同樣 に し て 求 め；既述 の 方式 に て 恒 數變 化 率 R を算出す る．瑛用培

養基は 次 の 5 種 で あ る．

　　培養基（5）
ee

： 濾紙 繊維 素（前 出 ）2％ ， 硫安 〔｝ユ89％ ，　 KH2 ？Pza（），05％ ，　 Mgso ｛
。7aq （L（）25％ ，　 CaSI2．2a’q

　　　　　　　 O．Oa5％ ，　FoSO4・7aq　O．001％ ，　 AI ，，（SO4 ）34aaq 　O．OO7％（フk道水 ）
　 　 　 　 ポサ
　　　同 （6 ）： （5）＋ 馬 鈴 薯 抽 出液 （前 Ul）1／100容，

　　　同
’
（7 ）： （6）の 硫安量を牛減し葡萄穃 0．05％を添加 せ る もの．

　　　同　（8 ）1 （6）の 硫安量 を串 減 せ る もの．

　　　同　（9 ）： （5）に 於 て 窒素源 を不 含 とし， 葡萄糖 0．1％ を含有 せ しめ た る もの ．

　　　　　　　 此 無窒素培養液 に 艶 し て は ，
A20tobacter　sp．（新 た に 分 離 せ る もの ）を 滉合接種 し， 窒素補

　　　　　　　 給を試 み た．

　以 上 の 培素基 に は 凡 て 殺 菌後 0ユ ％ の 殺菌 炭 酸石 灰を加 へ た．培養塞 （5）に 於 τ も蚤育が起つ たの は， 前

培養 に 由來す る 生 長素 と少量 の 液存炭素源 に 依 る もの と考 へ られ る が ， （6）以 1『
．
の 皮膜を 形 威 する諠 の に比

し發 育稽 々 劣 る 5 實 驗結 果 は 第 4表 に示 す．

　

」鬘 4 表

培 養 基 ｝ X ＞（lpu ｝ Kx104 「 R

　（5）
馳

　（6）

　（7）

　（8）

　（9）

卦 照

22．626

．825

．824

．224

．414

．0

2．OIT2

．7142

．6052

．4472

．460

3354

尸
D

49877

L4Ss ：＝ Kn 　xlO4

　賢驗倒 4 ： 培養物殘 存 繊維素試 料 は 既蓮 の 種 々 な る培養物 よ し採 取 した 試料の 混合 物 で あつ て ， その 精製

慮理 方 法 は 前貿驗 に準 じた．先 づ 無培養對照 との沃度吸 著力を比 較 すべ く， 乾燦物 0．2呂 宛 を精秤 し， N／20

沃 度 r 沃 度加里 液 20cq宛 を加 へ
， よ く混 合 し た る後 蓮 心 分離 し， 一ヒ澄 10ccを取 り，　 N ／lO チ オ 硫 酸曹逹 に て 滴

定 した・之 よ b吸著沃度を求 め た結果 は 次 の様 で あ る．恥 10 沃 液 の cc 數 に T ， 殘存 纎 維 素 2£ 3　cc
， 封照

2・73c｛  　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶺

　沃 度 呈 色 反 應 試 驗 に は ， 試料 を NIIO沃 度
一・
沃 度加 里 波 に 1分 問浸 演 し

一
［之 を取 出 し♪ 余 分の 液 を郵 ）て 除

濕器 中 乾燥 し， 18〜57％の硫酸液中 に投 入 し呈 色 を 常温 に τ 觀察 した，表中＋ 數 に τ 呈色の張 さ．を示 し， 5

＋ は 呈色完全 に して ， 硫酸濃度を増加 しT も呈色 の 増加 しない もの で あ る．

第 5表 　1 　沃 　@ 度@ 　諱 @@ 色@

反 　 　 應 硫

酸濃度（％）艷　　

　照（ 青色）殘 存纎

ﾛ素（帶
紫）

<TAB>57

D05十 5 ・
卜 <TAB>47

．4i蜘
　 　 i

‡
［1 ‡

　 　1<TAB>

’4

5　2十

　

4 十

39．7
十

3十

36．o 土

2
十

8．o‘〇十 　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　

． 考 察 及び要約 Bh 菌 の纖 維素培養 基 上 の發育を助長するBα eteriTttn 物g伽08 伽η協．　 sp ．

それ自 身微弱 乍ら も繊維分 解能 を右 し，自然 界まe ）Bh を 兮 離 する 途 上 に 分 離 されたもので
るが，兩者の關係が 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　 　 　 　 　　 　 　 ノ ・ Tル ・ …鹽囎齦 黝 果は 近 蜘1黼靴 の豫 融 驗 唹τ
めらt 、たものである， 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　
　
　　 　 　 　 　 　 、 N工工一 Eleotronio 　
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　　　　　　　　　　 （照井 。藤原）　B．hydrolyticusの 緲維羇ミに 塁雪す る薄蚤勤石拜彡賠　　　　　　　　　　　、（　15 ＞

眞の 蠣 （Symbl ・ isi・）で あ るが否 力・爵 ・明で 効
，
　A … eiati ・・ の 原理 蹴 て は 轍 の 研究 喉

た ねばな らぬ ．

　之 等細菌 は何れ も繊 維 素 分 解菌 として典型的な もの で ば な くt 纎維素を單一炭素源 と爲 し難

い 事 は繊維 棄減 少量（實驗例 2 ）よ り考 へ て 明か で あ り，初期壇殖 に於て他種溶存炭素源 （例 へ ば

ペ プ ト ン は C −N 源 として ）が必要で ある．加 之繊維 質無添加培養の繼績依 りそ の 分解能が速か に

減 暹 し逆 に 遖應的 に 張化 す る 禀 も可能で ある が ， 孰れ に し て も該細菌の 生 活に とつ て ，CellulaFe

の 生産は杢 く第 2義的 な もの 、 檬で ある．從來 ， 細菌 に依 る繊維素分解作用の 研究 に は ， 概 ね典

型的又 は 之に 近 い 繊維素細菌が供用 され て 居 り， 報文 も放擧 に遑 な き多數マあ る が ， 之 と對踵的

な意味 に 於 て ，本報告に於 け る培養系 の 繊維素 に對す る擧動研究は別 1固の新 しい 事實を提供す る

事が豫期 さ れ る．事簧著者等の 増養系 に於て は濾紙纖維素 に甥す る作用は從來の 諸研究に見 る も

の と異 り， 低分子化合物 へ の 分解は僅少 で あ b ， 基 質の夫部分は 不 溶の諜殘存す る．殘 存繊維素

の離 的及び難 鍬 噺 見醐 か 1こ状鞭 化を指示 し該 靴 を鰍 曜 i騨 働 量的 蔽 示 す

る方法 として撰ば れ た 稀酸分解に於け る速度恒數の變化率 R は
，

正 の 充分 に 大 な る値を示 し ウ 殘

存緻維素は 化學約 に も明か に脆弱 化せ る事が指示 さ れ た （R の最大 値 として今 日迄に 93％が得 ら

れ た）． 沃 度反應上 の 諸性質 も如 上の淌息を物言吾る もの で ， 呈色 に 必要 なる硫酸濃度は無培 養對

照 より遙か に低 く， 且 つ 色調 は對照の 青色 に對 し紫色 を帶 び る．

　斯 くて 本培養系 に 於 て作用す る Celhulaseは ， 既知 の PRINGsllll］
−IMII）

・ K ムRRER12 ）
・ GRAss−

“｛ANNIP ’） 共他の取扱 つ た もの と相違 し， 恰 も澱粉 に 對 し 1）extrlnogen 一
及 び Sacchar6genamy −

laseが存在す る が 如 く，
　 Ce11ulaseに 於 で も還元 糖生成型 に 封 し高分子分解産物 を生威す

．
る別個

の 型 が存在す る事 が想定 さ れ る．事實 ，
19斗6年 ， 照 井及び 協働者（卒業研究學生 を含む）（：t

一
之に

翻常す る新 し い 型 の Cellulaseを B ，　hy ・lrolytieusの 生體外 に抽分 分離 し，遐元 號生威 微小 に し

て R を哽 に壇加 す る實驗 に 成功 し て ゐ る．そ の 詳細 は 後報 に 讓 る が ，自己淌化 と水抽 嵩に依 り容

易 に逹成 し得 る もの で あ b ， 茲に簡單 に豫報 して置 く．此種細菌 の作用鷲 依 b脆 弱化 せ る纎維質
』
は他種の 一般繊維素菌の基質 とノして ， よ b容易 1；利用 され る事が推定せ ら れ

， 自然 界 に 於 て

Symbi 。，i。　M ・爾 。 ，1， を含 む齢 の 多元的な A … el ・・i・・ の
一
環 として ， 本搬 鯲 磯 雛

素 分解型式が輕 少な らざる役割 を演す る もの と考察 され る．

　 夲研究實驗 の 1 部 は 工 學士 近藤清氏 の 御 助 力に依 る もの で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　交　　　　
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